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2かしはらࢢ議会

かし らは
市議会のいま第224号

● 全市民１人あたり３千円のギフト券配布を含む
　令和４年度一般会計補正予算等を可決
● 人権擁護委員の委員候補者の推薦に同意

令和４年１０月臨時会（１０月２５日開催）	
令和４年１２月定例会（１２月６日～２１日開催）	
	

会議の結果 ⾢議員ఏग़議案の
は͜ちらࡉৄ

⾢可決͞Εͨҙݟॻ
は͜ちら

௕ఏग़議案のࢢ⾢
は͜ちらࡉৄ

▶議員提出
議案番号 案件名 議決結果

可決  賛成多数

否決  賛成少数

可決  賛成多数

可決  総員起立

議第７０号

議第７１号

議第７２号

決第 ８ 号

橿原市議会個人情報の保護に関する条例の制定
橿原市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正（議員報酬）
【１割削減・３か月間】
橿原市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正（期末手当）
【0.05月分引き上げ】
知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充を求める意見書

条例

意見書

▶市長提出

議案番号 案件名 議決結果

議第５３号

議第５４号

議第５５号

議第５６号

議第５７号

議第５８号

議第５９号

議第６０号

議第６１号

議第５２号

議第６２号

議第６３号

議第６４号

議第６５号

議第６６号

議第６７号

議第５１号

議第６８号

議第６９号

同意第７号

一般

同意

条例

予算

可決された意見書は関係機関に送付します。

橿原市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定

橿原市の職員の定年等に関する条例の一部改正

橿原市の一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

橿原市の一般職の職員の退職手当に関する条例及び橿原市の一般職の職員の

退職手当に関する条例の一部を改正する条例の一部改正

橿原市職員の分限に関する条例等の一部改正

橿原市の常勤の特別職の職員の給与等に関する条例等の一部改正

橿原市国民健康保険税条例の一部改正

橿原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

橿原市子ども医療費の助成に関する条例の一部改正

控訴の提起（処分取消等（住民訴訟）請求事件）

特定事業契約の変更

財産の取得

橿原市観光センターの指定管理者の指定

訴えの提起（建物明渡請求及び改良住宅家賃等支払請求）

訴訟上の和解（損害賠償請求控訴事件）

市道路線の認定

令和4年度橿原市一般会計補正予算（第4号）　【補正総額：14億2,675万6千円】

令和4年度橿原市一般会計補正予算（第5号）　【補正総額：3億3,247万4千円】

令和4年度橿原市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）　【補正総額：375万4千円】

人権擁護委員の委員候補者の推薦【金振　成子（かなふり　しげこ）氏】

可決     賛成多数　

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     賛成多数

可決     賛成多数

可決     賛成多数

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     賛成多数

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

可決     全会一致

同意     全会一致
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੒  ʷ൓ର  ʵܽ੮ࢍ˓

౼࿦ʢܾ議ɾҙݟॻٴͼಉҙҊ݅Λআ͘ʣ

ͼಉҙҊ݅Λআ͘ʣٴॻݟ൱の෼͔Εͨ議Ҋʢܾ議ɾҙࢍ

議案番号 議決
結果

会派・議員名

公明党 自由民主党 
如月

自由民主党 
葵

自由民主党 
かしのき

立憲民
主党

日本維新の会・ 
一心

政研
かしはら

好きやねん 
橿原

自由民主党 
くちなし 無会派

大
北
か
ず
す
け

西
岡
次
郎

森
下
み
や
子

森
前
美
和

井
ノ
上
　
剛

吉
川
ひ
ろ
お

谷
井
　
宰

竹
田
の
ぶ
や

樫
本
利
明

佐
藤
太
郎

う
す
い
卓
也

今
井
り
か

大
保
由
香
子

福
田
倫
也

上
田
く
に
よ
し

松
尾
高
英

槇
尾
幸
雄

高
橋
圭
一

奥
田
英
人

細
川
佳
秀
（
議
長
）

竹
森
　
衛

矢
追
も
と

議 第 ５ ３ 号 可決 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ５ ８ 号 可決 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇
議 第 ５ ９ 号 可決 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇
議 第 ６ ０ 号 可決 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ６ ２ 号 可決 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ７ ０ 号 可決 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
議 第 ７ １ 号 否決 × × × - × × × × × 〇 〇 〇 × 〇 × × × × × × 〇
議 第 ７ ２ 号 可決 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × - 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議
長
の
た
め
議
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

議案番号 賛否 会派 内容

議第53号 反対 無会派
（日本共産党）

議第58号 反対 無会派
（日本共産党）

議第59号 反対 無会派
（日本共産党）

議第62号 反対 無会派
（日本共産党）

議第70号 反対 無会派
（日本共産党）

　本条例には、特定の個人を識別できないように加工し、当該個人情報を復
元できないようにした「匿名加工情報」が非個人情報扱いになる規定がある。
そのため、本人の同意を得ずに第三者提供・目的外利用が可能となる。
　現行では、公的部門の非識別加工情報は他の情報と容易に照合することが
でき、特定の個人を識別できる可能性が僅かでも残っていることから、個人情
報として扱われる。
　個人情報の漏えい事件が後を絶たない今日において、匿名加工情報の提
供は、市民にとって不安を払拭できない側面がある。個人情報の縛りを緩め
て利活用しやすくするものではなく、個人の権利・情報を守る規定を拡充する
必要がある。
　デジタル関連法は、プライバシーの侵害、地方自治の侵害など多くの問題
があり、これまで築いてきた優れた到達点をリセットさせようとするものであ
るため反対する。

　初任給、若年層への給与引上げには賛成する。あわせて、市の幅広い業務
を担う会計年度任用職員の給与体系を改善すべきである。
　しかし、給与体系が手厚い市長等の常勤の特別職は引き上げるべきではな
いため反対する。

　市民の生活実態に即した申請減免を図る必要がある。
　また、正規の保険証を全ての世帯に届けて、医療を保障する基本的任務に
立ち返るべきである。安心して医療が受けられるような国保行政にすべきで
あり反対する。

　議第５３号と同様に匿名加工情報を定めている点に問題があるため反対
する。

　消費税率の引上げに伴う契約変更の際も負担が増える変動が生じた。
　そもそも、民間事業者の目的は、ＰＦＩ事業を通じて利益を上げることであ
る。ＰＦＩ方式における経済変動は、リスク負担も含めて様々な問題が生じる。
　今後も事業に支障が生じたときは、地方自治体と住民に損失の負担が及ぶ
リスクが伴うことを指摘して反対する。
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補
正
総
額　

３
億
３
２
４
７
万
４
千
円

　
屈
折
検
査
機
器
の
導
入
及
び
環
境
整
備

３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
で
目
の
異
常
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
た
屈
折
検
査
機
器
を
導
入

問　

検
査
機
器
の
活
用
時
期・活
用
方
法
は
。

答　

令
和
５
年
４
月
よ
り
運
用
を
開
始
す
る
。

医
療
機
器
で
あ
る
た
め
、医
師
の
指
導
が
必
要

に
な
る
。現
在
、検
査
を
す
る
た
め
の
人
の
手
配

や
医
師
会
と
の
調
整
等
を
し
て
い
る
。

　
市
立
小
中
学
校
の
図
書
シ
ス
テ
ム
更
新

同
シ
ス
テ
ム
を
更
新
・
統
一
し
、学
校
間
で
蔵
書

情
報
を
共
有
、貸
出
運
用
を
効
率
化

問　

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ
る
効
果
は
。

答　

現
在
、各
校
独
自
で
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し

て
お
り
、蔵
書
が
分
か
り
づ
ら
い
。シ
ス
テ
ム
を

統
一
す
る
こ
と
で
、蔵
書
情
報
を
共
有
で
き
、貸

出
等
で
利
便
性
が
上
が
る
。

問　

ア
ナ
ロ
グ
な
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
担
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。各
校
で
事
情
は

異
な
る
た
め
、今
後
の
シ
ス
テ
ム
導
入
等
の
際

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
声
を
聞
く
機
会
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

答　

学
校
と
地
域
の
方
と
の
協
議
の
場
を
持
ち

な
が
ら
進
め
た
い
。

議
第
68
号　

令
和
４
年
度
橿
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

議
第
64
号　

橿
原
市
観
光
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
南
側
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
書
（
案
）

　

こ
れ
ま
で
本
市
は「
八
木
西
口
駅
と
新
駅
の
併

存
」を
求
め
、近
鉄
は「
八
木
西
口
駅
を
存
続
し
新

駅
を
追
加
設
置
す
る
こ
と
は
応
じ
か
ね
る
」と
し
て

協
議
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、運
賃
改
定
に
伴
う
公
聴
会
で
の
知
事

の
公
述
に
対
し
、近
鉄
が「
新
駅
設
置
は
八
木
西
口

駅
の
廃
止
を
条
件
と
し
な
い
」と
回
答
し
た
。　

　

公
表
後
、近
鉄・県・市
の
協
議
を
再
開
し
た
。

　

医
大
・
近
鉄
・
県
・
市
で
連
携
協
力
し
な
が
ら
、医

大
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
を
推

進
す
る
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。協
定

に
は「
新
駅
の
設
置
に
関
し
て
、八
木
西
口
駅
の
廃

止
を
条
件
と
し
な
い
こ
と
」が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

県
立
医
科
大
学
・
附
属
病
院
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会

問　

協
定
書
の
締
結
に
は
財
政
的
な
基
盤
が

必
要
で
あ
る
。新
駅
の
駅
舎
建
設
や
周
辺
整
備

等
に
多
額
の
費
用
が
い
る
。新
駅
も
請
願
駅
で

あ
れ
ば
、近
鉄
が
建
設
費
用
を
負
担
し
な
い
可

能
性
も
あ
る
。今
後
の
事
業
に
お
け
る
近
鉄
・

県
・
市
の
財
政
負
担
に
関
す
る
本
市
の
考
え
は
。

答　

新
駅
の
整
備
費
用
は
国
か
ら
の
交
付
金

を
活
用
で
き
る
。残
る
部
分
は
、近
鉄
・
県
・
市

で
負
担
割
合
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。新
駅

の
整
備
で
市
に
は
様
々
な
効
果
が
あ
る
。本
市

の
財
政
事
情
を
考
慮
す
る
と
、近
鉄
・
県
と
の

費
用
分
担
は
重
要
で
あ
る
。い
か
に
本
市
の
負

担
を
抑
え
る
か
検
討
し
た
い
。

問　

ナ
ビ
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
を
奈
良
県
ビ
ジ

タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
継
続
す
る
形
に
な
る
。同

団
体
の
指
定
管
理
に
対
し
市
の
評
価
は
。

答　

英
語
対
応
可
能
な
職
員
が
お
り
、現
在
は

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
る
が
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
も
手
掛
け
ら
れ
て
い
る
。県
北
部
と
吉
野

地
方
南
部
を
つ
な
げ
る
結
節
点
と
し
て
の
役
割

や
創
意
あ
る
民
間
手
法
で
に
ぎ
わ
い
を
創
出
さ

れ
て
い
る
。同
団
体
は
10
年
以
上
の
実
績
が
あ

り
、奈
良
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
さ
れ
て
い

る
。引
き
続
き
中
南
和
の
観
光
拠
点
と
し
て
、同

施
設
で
の
運
営
に
期
待
し
て
い
る
。

問　

同
施
設
は
駅
前
に
あ
り
、利
用
価
値
が
大

変
高
い
場
所
に
あ
る
。し
か
し
、２
階
の
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
方
法
に
は
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。活
用
方
法
に
つ
い
て
同
団

体
と
検
討
す
る
考
え
は
。

答　

今
後
、活
用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
。

問　

連
携
協
定
締
結
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

令
和
５
年
度
中
に
費
用
負
担
を
含
む
基

本
事
項
の
合
意
を
目
指
し
て
協
議
を
進
め
る
。

　
補
正
総
額　

14
億
２
６
７
５
万
６
千
円

　
価
格
高
騰
消
費
生
活
支
援
事
業

全
市
民
１
人
あ
た
り
３
千
円
の
ギ
フ
ト
券

　
　

現
金
で
は
な
く
、ギ
フ
ト
券
に
な
っ
た
理
由

は
。

　
　

現
金
の
場
合
、口
座
の
確
認
や
デ
ー
タ
の

構
築
等
で
時
間
が
か
か
る
。速
や
か
に
市
民
へ

支
給
で
き
る
方
法
と
し
て
ギ
フ
ト
券
に
し
た
。

　
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業

住
民
税
非
課
税
世
帯
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円

　
　

前
回
の
申
し
込
み
件
数
は
。

　
　

令
和
３
年
度
85
件
、４
年
度
11
件
。

当
初
は
１
５
０
０
件
の
申
請
を
見
込
ん
で
い
た
。

問　

支
援
金
を
知
ら
ず
に
申
請
し
な
か
っ
た
人

が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。広
報
の
工
夫
は
。

答　

広
報
11
月
号
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・
橿
原
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
周
知
す
る
予
定
。

問　

申
請
期
限
は
。

答　

令
和
５
年
１
月
31
日
。

議
第
51
号　

令
和
４
年
度
橿
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問答 問答

答 答 答

問

答問 問 問 問

答 答 答問 問 問

市
の
説
明

答

問答

予
算
特
別
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

会議録 録画配信

委員会
レポート

　委員会で審議された内容について、
その一部を抜粋して掲載します。詳し
くは会議録または録画映像配信をご覧
ください。
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問　

水
道
事
業
が
民
営
化
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
懸

念
も
あ
る
。
一
体
化
後
に
民
営
化
の
提
案
が
あ
っ
た

場
合
の
流
れ
は
。

答　

一
部
事
務
組
合
の
規
約
に
民
営
化
に
関
す
る
記

載
が
あ
れ
ば
、規
約
変
更
の
際
に
関
係
市
町
村
議
会

の
承
認
が
必
要
に
な
る
。規
約
は
現
在
協
議
中
で
あ

り
、確
定
し
て
い
な
い
。

問　

協
議
に
参
加
す
る
際
、民
営
化
へ
の
懸
念
に
つ
い

て
市
長
か
ら
主
張
し
て
ほ
し
い
が
。

答　

現
時
点
で
は
、知
事
や
関
係
市
町
村
長
は
民
営

化
に
反
対
し
て
い
る
。作
成
中
の
基
本
計
画
・
基
本
協

定
に
も「
民
営
化
は
行
わ
な
い
」と
の
一
文
も
入
る
。

民
営
化
に
は
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
よ
う
主
張
し
た
い
。

　
市
の
説
明

　
水
道
事
業
の
課
題

　

給
水
収
益
の
減
少

　

管
路
等
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
需
要
の
増
加　

　

職
員
数
の
減
少
に
よ
る
事
業
維
持
等
の
懸
念

　
統
合
に
よ
る
効
果

　

管
路
更
新
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

　

市
町
村
の
垣
根
を
越
え
た
取
り
組
み

　
水
道
料
金
の
抑
制

　

将
来
的
に
水
道
料
金
は
上
昇
し
て
い
く
が
、

一
体
化
す
れ
ば
財
政
支
援
や
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
に

よ
り
、
料
金
の
上
昇
が
抑
制
さ
れ
る
。

　
市
の
説
明

　

前
回
の
委
員
会
で
の
報
告
後
、
奈
良
県
広
域
水

道
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
で
基
本
協
定
と
基
本

計
画
の
案
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

基
本
計
画
案
に
は
、
企
業
団
が
公
営
事
業
と
し

て
行
う
た
め
、
民
営
化
は
行
わ
な
い
旨
を
記
載
し

て
い
る
。

　
市
長
よ
り
一
体
化
参
入
の
表
明

　

一
体
化
参
入
に
よ
り
水
道
管
を
健
全
に
維
持
で

き
、
単
独
経
営
よ
り
も
水
道
料
金
の
上
昇
が
抑
制

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
も
経
営
改
善
等
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
一
体
化
に
よ
り
経
営
改
善
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
令
和
５
年
２
月
の
基
本

協
定
の
調
印
に
参
加
を
し
た
い
。
一
体
化
に
参
画

す
る
た
め
の
法
定
協
議
会
へ
の
参
加
の
是
非
は
、

３
月
定
例
会
で
の
審
議
を
お
願
い
し
た
い
。

　
市
の
説
明

　

真
菅
北
・
耳
成
西
幼
稚
園
の
保
護
者
、
両
地
区

住
民
、
未
就
園
児
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
住
民

説
明
会
を
開
催
し
た
。
説
明
会
で
寄
せ
ら
れ
た

様
々
な
意
見
を
踏
ま
え
、
再
編
に
係
る
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
真
菅
北
・
耳
成
西
幼
稚
園
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
次
回
開
催
予
定
。

用
語
解
説

一
部
事
務
組
合

複
数
の
市
町
村
等
が
、
そ
の
仕
事
の
一
部
を
共
同

で
行
う
目
的
で
設
立
す
る
も
の
。

一
部
事
務
組
合
の
設
立
や
規
約
変
更
等
の
協
議

は
、
関
係
市
町
村
議
会
の
議
決
を
経
て
か
ら
市
町

村
長
等
が
行
い
ま
す
。

問　

企
業
団
議
会
は
法
的
に
一
部
事
務
組
合
に
な
る

の
か
。

答　

企
業
団
自
体
が
一
部
事
務
組
合
に
な
る
。

県
域
水
道
一
体
化

水
道
事
業
等
の
統
合
に
関
す
る

基
本
協
定
書
（
案
）

問　

現
段
階
で
の
通
園
支
援
の
具
体
策
は
。

答　

真
菅
北
幼
稚
園
の
閉
園
後
か
ら
新
た
な
認
定

こ
ど
も
園
が
開
園
さ
れ
る
令
和
７
〜
８
年
、
認
定
こ

ど
も
園
の
開
園
後
か
ら
耳
成
南
幼
稚
園
が
閉
園
す

る
令
和
９
〜
10
年
の
４
年
間
は
通
園
支
援
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
等
を

勘
案
し
て
検
討
し
た
い
。

問　

２
つ
の
園
が
１
つ
に
統
合
さ
れ
、
園
区
が
広
が

る
か
ら
通
園
支
援
を
行
う
の
で
は
。
４
年
間
で
通
園

支
援
が
な
く
な
る
の
か
。

答　

４
年
間
通
園
支
援
を
行
う
中
で
、
保
護
者
の

声
を
聞
き
継
続
す
る
か
判
断
し
た
い
。

問　

公
立
園
で
の
勤
務
を
希
望
す
る
会
計
年
度
任

用
職
員
が
、
統
合
後
に
私
立
園
で
の
勤
務
に
な
る
の

か
不
安
を
抱
え
て
い
る
声
も
聞
く
。

　

職
員
に
対
し
丁
寧
な
説
明
を
す
べ
き
で
は
。

答　

不
安
を
抱
え
て
い
る
声
は
聞
い
て
い
る
。

　

継
続
し
て
公
立
園
で
の
勤
務
を
希
望
す
る
の
か

等
、
職
員
の
気
持
ち
を
確
認
し
て
調
整
す
る
。
全

体
に
対
し
丁
寧
な
説
明
を
し
た
い
。

問　

今
後
の
協
議
事
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
子
ど

も
た
ち
が
水
に
親
し
め
る
施
設
」
と
は
。

答　

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
計
画
で

廃
止
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
夏
場
、

こ
ど
も
た
ち
を
水
辺
で
遊
ば
せ
る
た
め
に
市
内
を
探

し
回
る
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
る
。
未
就
学
児
が
保

護
者
と
一
緒
に
足
を
つ
け
て
遊
べ
る
よ
う
な
水
辺
を

想
定
し
て
い
る
。

問　

未
就
学
児
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
方
が
集
え

る
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
水
辺
に
段
差

を
設
け
な
い
等
の
配
慮
も
必
要
で
は
。

答　

現
在
は
イ
メ
ー
ジ
の
段
階
で
、
詳
細
な
要
望
事

項
は
確
定
し
て
い
な
い
。
過
去
の
プ
ー
ル
事
故
の
経

験
か
ら
、
よ
り
厳
し
い
基
準
を
設
け
る
こ
と
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

問　

現
在
の
総
合
プ
ー
ル
が
あ
る
場
所
に
県
が
陸

上
競
技
場
等
を
整
備
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
総
合
プ
ー
ル
の
廃
止
は
決
定
さ
れ
て
い

な
い
。
廃
止
を
決
定
し
、
市
民
に
説
明
を
し
て
か
ら

進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

今
後
検
討
し
た
結
果
、
廃
止
と
な
れ
ば
市
民

に
も
示
し
た
い
。

橿
原
市
保
育
所
・
幼
稚
園
の
適
正
配
置

文
教
常
任
委
員
会
厚
生
常
任
委
員
会

連
合
審
査
会

建
設
常
任
委
員
会

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
及
び

整
備
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

「
今
後
の
協
議
事
項
」
は

　
　
　

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

一
部
事
務
組
合

問 問答答

問答

答 答問 問問答

答 問答 問問答
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しぎかいトピックス

県と市のスポーツ拠点施設整備の協議内容が示されました

今後の協議事項

市が県に橿原運動公園北部区域及び場外用地を更地にして有償譲渡すること。

市の説明　橿原運動公園北側を更地にし、東側の公社用地・市有地と併せて県に有償譲渡する方向で協議する。

一部民有地が含まれる東側部分は県が直接購入することを考えており、市は地元への依頼等で協力する。

協議で確認した事項

県が整備するもの
橿原運動公園北側

橿原公苑 多機能複合型アリーナ

第１種陸上競技場
第３種陸上競技場（サブトラック）

市の説明

新たなスポーツ拠点施設整備に伴う機能補完・代替(軟式野球場･ソフトボール場､管理事務所等)の確保に努めること。

市の説明　軟式野球場とソフトボール場を集約化するスポーツ施設計画の方針を踏まえて、代替施設について

協議・検討する。

市の説明

市が新たなスポーツ拠点施設整備に伴って実施する事業について県の財政支援を要望する。

橿原運動公園の整備を進めるに当たり新たに必要となる附帯施設(駐車場･トイレ等)の確保に努めること。

公園用地を拡張する際は､地域の理解を得ること。

周辺基盤整備及び最寄り駅等からのアクセス道整備に努めること。

市の説明　現在整備中の市道慈明寺町・四条町線と慈明寺町１３号線を含む周辺基盤整備に努める。市の説明

市民が活用しやすい環境づくりに取り組むこと。

協議会を設置するなど､県と市が連携協働して施設を管理運営すること。

市の説明　整備後の橿原運動公園は、協議会を設ける等、県と市が連携して施設管理運営をしていくことを提案する。

橿原公苑に武道の聖地に相応しい施設､県と市の整備エリアでのプールや子どもたちの水辺の遊び場等の整備

について協議する。

市の説明　橿原運動公園の総合プールは廃止の方針であるため、レジャープールとしての機能の代替は想定し

ていない。整備エリアでの子どもが遊べる水辺のような施設の整備について県と協議したい。

市の説明

市及び県が連携協働して地域の防災機能の一層の充実を図ること。

市の説明　橿原運動公園が有している有事の防災拠点機能の一層の充実について県とともに取り組む。

市の説明

市の説明

決定事項ではないため、今後の協議により内容が変わる場合があります。
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　令和４年度の機構改革に伴う課の移転により、本庁舎の一部出入口が封鎖されています。
ご不便をおかけしますが、傍聴の際は、以下の案内図を参考にお越しください。

委員会の傍聴 本会議の傍聴（エレベーターをご利用の場合）

本庁舎正面の総合案内で
「議会の傍聴に来た」ことを
お伝えください。総合案内
の職員が正面の扉を開けま
すので、エレベーターで４階
までお越しください。

☎

☎ i EV

EV

委員会室 議事課
議場

本会議の傍聴
（外階段をご利用の場合）

東側の外階段から４階へ
お越しください。

本会議の傍聴
（外階段をご利用の場合）

傍聴席の扉を開け入室し、受
付名簿に住所・氏名等を記入
のうえ受付箱へ投函、本会議
開会までお待ちください。

委員会の傍聴

委員会室前のロビーまでお越しいただ
き、受付名簿に住所・氏名等を記入し受
付箱へ投函してください。委員会室前
ロビーでお待ちいただき、委員会開催
後に委員長の許可が下り次第、委員会
室に入室し
傍聴してい
ただけます。

本会議の傍聴
（エレベーターをご利用の場合）

議事課までお越しいただき、
議会の開始時刻前に傍聴の
申し出をお願いいたします。
受付後、議事課の職員が傍
聴席までご案内いたします。

傍 聴 案 内
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問　

こ
ど
も
食
堂
は
市
内
に
何
か
所
あ

る
か
。ま
た
、食
糧
支
援
な
ど
の
取
り
組

み
は
。

答　

６
か
所
あ
り
、２
か
所
は
現
在
休
止
。

食
糧
支
援
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問　

県
の
計
画
で
は
、令
和
７
年
度
ま
で

に
全
て
の
小
学
校
区
に
こ
ど
も
食
堂
を

設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。ま
た
、市
の

担
当
部
署
は
。

答　

取
り
組
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、

担
当
部
署
は
な
い
。

問　

他
市
で
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
支
援
や
こ
ど
も
食
堂
の
運
営
費
用

補
助
な
ど
、様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い

る
が
、市
の
考
え
は
。

答　

こ
ど
も
食
堂
実
施
事
業
者
な
ど
へ

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、検
討
し
て
い
く
。

問　

市
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当

す
る
方
は
何
名
か
。ま
た
、そ
れ
ら
の
相

談
等
の
担
当
部
署
は
。

答　

家
事
な
ど
の
世
話
を「
週
に
３
日
以

上
か
つ
平
日
３
時
間
以
上
」し
て
い
る
中

問　

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い

る
。状
況
の
認
識
と
分
析
、対
策
は
。

答　

虹
の
広
場
の
児
童
生
徒
も
過
去
最

大
と
な
り
、指
導
員
を
１
名
増
員
し
、活

動
ス
ペ
ー
ス
を
増
設
し
、受
入
れ
の
対
応

を
し
て
い
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
適
応
指
導
も

好
評
で
、通
室
か
ら
登
校
へ
進
展
し
て
い

る
児
童
生
徒
も
出
て
き
て
い
る
。

問　

起
立
性
調
節
障
害
の
理
解
、認
識
は
。

13
名
が
診
断
さ
れ
、長
期
欠
席
し

て
い
る
。児
童
生
徒
や
保
護
者
、教
職
員

も
含
め
症
状
等
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、更

に
理
解
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
虹
の
広
場
へ

の
参
加
を
学
校
へ
の
出
席
扱
い
に
す
べ

き
で
あ
る
が
。

答　

学
校
長
は
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、

指
導
要
録
上
出
席
扱
い
が
で
き
る
。

問　

夜
間
中
学
の
有
効
活
用
と
し
て
、不

登
校
特
例
校
へ
の
認
定
は
。

答　

教
育
機
会
確
保
の
重
要
性
は
深
く

認
識
し
て
お
り
、夜
間
中
学
校
が
不
登
校

特
例
校
と
認
定
さ
れ
た
事
例
を
十
分
考

慮
に
入
れ
、可
能
か
ど
う
か
研
究
し
て
進

め
た
い
。                                

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
授
業
料
補
助
制

度
の
導
入
と
進
捗
状
況
は
。

答　

現
在
、３
名
が
通
っ
て
い
る
。ま
ず

は
、各
種
教
育
施
設
の
在
り
方
等
を
十
分

総
合
的
に
検
討
し
、対
応
を
検
討
し
た
い
。

問　

経
済
的
支
援
の
応
援
ギ
フ
ト
の
実

施
方
法
と
開
始
時
期
は
。

答　

令
和
４
年
度
、出
生
届
を
提
出
さ
れ

た
方
か
ら
実
施
し
、開
始
時
期
は
令
和
５

年
１
月
以
降
の
早
い
時
期
で
補
正
予
算

成
立
後
速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。地
域
へ
の
効
果
や
今
後
の

効
率
性
等
考
慮
し
構
築
し
た
い
。

問　

伴
走
型
相
談
支
援
は
各
部
局
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
。内
容
と
課
題
は
。

答　

応
援
ギ
フ
ト
支
給
の
面
談
等
の
機

会
を
利
用
し
、相
談
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

情
報
提
供
を
行
う
。課
題
は
応
援
ギ
フ
ト

支
給
と
伴
走
型
支
援
で
の
人
員
で
あ
り
、

部
内
で
協
議
検
討
中
で
あ
る
。

困
難
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
の
支
援

不
登
校
対
策

問

経
済
的
支
援
の
応
援
ギ
フ
ト
の
実

子
育
て
支
援

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

問答問答問問 答答

問 問問問 答答答 答

問問 問答答 答

学
生
は
18
名
い
た
。ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
全

般
を
取
り
扱
う
担
当
課
は
な
い
。

問　

現
在
の
支
援
体
制
と
、国
の
交
付
金

活
用
な
ど
、今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
。

答　

学
校
を
中
心
に
各
部
署
が
連
携
し
、

対
応
し
て
い
る
が
、令
和
５
年
度
に
新
設

す
る「
こ
ど
も
政
策
課
」が
連
絡
調
整
役

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　

香
芝
市
は
第
２
子
の
保
育
料
無
料

化
を
行
う
。産
ん
で
も
経
済
的
に
苦
し
く

な
い
金
銭
的
課
題
、働
き
な
が
ら
で
も
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
保
育
環
境
の
課
題
、

そ
し
て
、困
っ
た
と
き
に
頼
れ
る
家
事
・

育
児
支
援
の
課
題
、こ
の
３
つ
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
て
は
じ
め
て
、安
心
し
て
第
２

子
、第
３
子
を
出
産
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
。高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
こ
そ
、「
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
日
本
一
」の
市
に
な
る
と
考

え
る
。こ
れ
か
ら
の
子
育
て
や
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
へ
の
市
長
の
考
え

は
。

答　

先
進
事
例
を
研
究
し
、第
２
子
、第

３
子
の
出
産
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

今井今井今井今井今井今井今井井 りりりりりりかかかかかかかかかかかかかか

立立立憲立立憲憲憲憲民民民主民主主党党党党

録画映録画映録画映画映録画 像は像は像はは像は像は
こちらちらこちこ
▼▼

詳細は録画映像をご覧ください

森下森下森下森下森下森下森下 みみみみみみみみや子や子や子や子や子や子子や子や子や子子子子や子や子子や子子子

公明公明公明公明党党党

録画映録画映画映画映録画映像は像ははは像は像は
こちららこちらこちらこ
▼▼▼▼

・一・般・質・問・
詳細は録画映像をご覧ください

問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、障
が

い
の
あ
る
者
と
な
い
者
が
共
に
学
び
、共

生
で
き
る
社
会
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
困
難
や

課
題
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
社

会
の
側
が
し
く
み
や
基
盤
、制
度
な
ど
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、障
が

い
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、ま
し
て
、

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
社
会
に
合
わ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。本
市
の
障
が

い
者
施
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、い

き
い
き
と
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
基
本

理
念
に
、障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
、社
会
全
体
で
障
が
い
の
あ
る

人
の
社
会
参
加
と
自
立
を
支
え
る
共
生

社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

教
育
現
場
に
お
い
て
、通
常
学
級
、

通
級
指
導
教
室
、特
別
支
援
学
級
な
ど
と

い
っ
た
多
様
な
学
び
の
場
で
、連
続
性
の

あ
る
指
導
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
。

答　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
も
障
が
い

の
な
い
子
ど
も
も
、経
験
を
広
め
、社
会

性
を
養
い
、豊
か
な
人
間
性
や
多
様
性
を

尊
重
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
、交

流
及
び
共
同
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

児
童
・
生
徒
の
発
達
状
況
に
応
じ
た

よ
り
柔
軟
な
体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答　

児
童
・
生
徒
や
そ
の
保
護
者
の
願
い

を
中
心
に
据
え
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
取
り
組
み
を
続
け
た
い
。特
別
支
援
教

育
に
関
わ
る
指
導
員
等
の
増
員
に
努
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。今
後
の
方
向
性

と
し
て
、大
部
分
の
授
業
を
通
常
学
級
で

受
け
な
が
ら
、一
部
の
授
業
に
つ
い
て
障

が
い
に
応
じ
た
特
別
な
指
導
を
特
別
な

場
所
で
受
け
る
通
級
指
導
教
室
を
拡
充

し
、必
要
な
人
的
配
置
を
検
討
し
た
い
。

問　
「
母
子
保
健
法
」は
出
産
後
１
年
以

内
の
女
性
な
ど
に
産
後
う
つ
の
予
防
に

も
効
果
的
な「
産
後
ケ
ア
」の
実
施
を
求

め
て
お
り
、約
８
割
の
自
治
体
が
実
行
済

み
。本
市
で
も
実
施
を
。

答　

医
療
機
関
や
助
産
院
に
通
所
型
や

宿
泊
型
ケ
ア
の
受
入
れ
可
否
や
課
題
な

ど
を
聞
き
取
り
、出
産
後
１
年
以
内
を
対

象
に
産
後
ケ
ア
の
実
施
を
検
討
す
る
。

問　

産
後
疾
患
な
ど
を
女
性
が
相
談
で

き
る
よ
う
、①
６
〜
７
か
月
児
健
康
相
談

時
に
母
親
の
体
調
を
聞
き
取
る
、②
産
後

の
病
気
や
相
談
先
を
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
周
知
、③
母
親
が
相
談
し
や
す
く

な
る
情
報
発
信
、以
上
３
点
の
実
施
を
。

答　

い
ず
れ
も
実
施
し
て
い
く
。

問　

週
３
回
、家
庭
や
学
校
の
悩
み
相
談

を
受
け
る
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
と
な
る
計
画
が

あ
る
が
、す
で
に
両
方
別
課
の
相
談
事
業

に
含
ま
れ
て
い
る
。単
な
る
振
り
分
け
役

に
な
ら
な
い
か
。「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
推
進
法
」に
基
づ
い
た
相
談
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
本
市
で
未
設
置
。ひ
き
こ
も
り

な
ど
今
の
社
会
問
題
に
対
応
で
き
る
よ

う
、旧
来
型
の
取
り
組
み
か
ら
の
転
換
と

既
存
窓
口
の
整
理
が
必
要
。

答　

実
態
を
調
査
し
、ひ
き
こ
も
り
支
援

窓
口
事
業
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

市
長　

産
後
ケ
ア
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
。青
少
年
セ

ン
タ
ー
の
在
り
方
の
検
討
も
含
め
、相
談

体
制
を
体
系
的
に
整
理
し
、ひ
き
こ
も
り

解
決
に
邁
進
し
た
い
。

問　

学
校
・
園
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
集
団

感
染
が
発
生
し
て
い
る
。感
染
予
防
の
備

品
選
び
は
現
場
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

何
か
有
効
な
対
策
が
あ
れ
ば
、教
育
委
員

会
に
旗
振
り
役
を
期
待
す
る
現
場
の
声

も
あ
る
。情
報
収
集
か
ら
備
品
購
入
ま
で

を
一
手
に
担
う
部
署
を
決
め
て
ほ
し
い
。

答　

教
育
総
務
課
を
中
心
に
、感
染
予
防

対
策
を
し
た
い
。

共
生
社
会
を
実
現
す
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

産
後
ケ
ア
事
業

青
少
年
セ
ン
タ
ー

学
校
・
園
で
の
感
染
予
防
対
策

問問 答

問問

問答

問 答答

答問答

矢追矢追矢追矢追矢追矢追矢追 ももももももももとととととととととととととととととと

無会無会無会無会派派派

録画映録画映画映画映画録画映像は像は像はは像は像は
こちららこちらこち
▼▼▼▼

答市
長

上田上田上上田上田上田田田 くくくくくくくによによによによによによよによによよよよよよよよよしししししししししししししししししししし

政政政政研政政研研政 かかかしかしはらはらは

録画映録画映画映画映録画映像は像ははは像は像は
こちららこちらこち
▼▼▼▼

障がいに応じた特別な支援を必要と
する橿原市立学校の児童・生徒数

10年前から1.5倍以上に増加

※（全小学生5,954人/全中学生2,881人　
　橿原市統計書：令和３年版）

通級指導
教室在籍

特別支援
学級在籍

52名

246名

38名

94名

小学生 中学生（令和4年）
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問　

こ
ど
も
食
堂
は
市
内
に
何
か
所
あ

る
か
。ま
た
、食
糧
支
援
な
ど
の
取
り
組

み
は
。

答　

６
か
所
あ
り
、２
か
所
は
現
在
休
止
。

食
糧
支
援
は
実
施
し
て
な
い
。

問　

県
の
計
画
で
は
、令
和
７
年
度
ま
で

に
全
て
の
小
学
校
区
に
こ
ど
も
食
堂
を

設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。ま
た
、市
の

担
当
部
署
は
。

答　

取
り
組
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、

担
当
部
署
は
な
い
。

問　

他
市
で
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
支
援
や
こ
ど
も
食
堂
の
運
営
費
用

補
助
な
ど
、様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い

る
が
、市
の
考
え
は
。

答　

こ
ど
も
食
堂
実
施
事
業
者
な
ど
へ

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、検
討
し
て
い
く
。

問　

市
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当

す
る
方
は
何
名
か
。ま
た
、そ
れ
ら
の
相

談
等
の
担
当
部
署
は
。

答　

家
事
な
ど
の
世
話
を「
週
に
３
日
以

上
か
つ
平
日
３
時
間
以
上
」し
て
い
る
中

問　

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い

る
。状
況
の
認
識
と
分
析
、対
策
は
。

答　

虹
の
広
場
の
児
童
生
徒
も
過
去
最

大
と
な
り
、指
導
員
を
１
名
増
員
し
、活

動
ス
ペ
ー
ス
を
増
設
し
、受
入
れ
の
対
応

を
し
て
い
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
適
応
指
導
も

好
評
で
、通
室
か
ら
登
校
へ
進
展
し
て
い

る
児
童
生
徒
も
出
て
き
て
い
る
。

問　

起
立
性
調
節
障
害
の
理
解
、認
識
は
。

13
名
が
診
断
さ
れ
、長
期
欠
席
し

て
い
る
。児
童
生
徒
や
保
護
者
、教
職
員

も
含
め
症
状
等
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、更

に
理
解
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
虹
の
広
場
へ

の
参
加
を
学
校
へ
の
出
席
扱
い
に
す
べ

き
で
あ
る
が
。

答　

学
校
長
は
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、

指
導
要
録
上
出
席
扱
い
が
で
き
る
。

問　

夜
間
中
学
の
有
効
活
用
と
し
て
、不

登
校
特
例
校
へ
の
認
定
は
。

答　

教
育
機
会
確
保
の
重
要
性
は
深
く

認
識
し
て
お
り
、夜
間
中
学
校
が
不
登
校

特
例
校
と
認
定
さ
れ
た
事
例
を
十
分
考

慮
に
入
れ
、可
能
か
ど
う
か
研
究
し
て
進

め
た
い
。                                

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
授
業
料
補
助
制

度
の
導
入
と
進
捗
状
況
は
。

答　

現
在
、３
名
が
通
っ
て
い
る
。ま
ず

は
、各
種
教
育
施
設
の
在
り
方
等
を
十
分

総
合
的
に
検
討
し
、対
応
を
検
討
し
た
い
。

問　

経
済
的
支
援
の
応
援
ギ
フ
ト
の
実

施
方
法
と
開
始
時
期
は
。

答　

令
和
４
年
度
、出
生
届
出
を
提
出
さ

れ
た
方
か
ら
実
施
し
、開
始
時
期
は
令
和

５
年
１
月
以
降
の
早
い
時
期
で
補
正
予

算
成
立
後
速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。地
域
へ
の
効
果
や
今
後

の
効
率
性
等
考
慮
し
構
築
し
た
い
。

問　

伴
走
型
相
談
支
援
は
各
部
局
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
。内
容
と
課
題
は
。

答　

応
援
ギ
フ
ト
支
給
の
面
談
等
の
機

会
を
利
用
し
、相
談
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

情
報
提
供
を
行
う
。課
題
は
応
援
ギ
フ
ト

支
給
と
伴
走
型
支
援
で
の
人
員
で
あ
り
、

部
内
で
協
議
検
討
中
で
あ
る
。

困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
ど
も
の
支
援

不
登
校
対
策

問

経
済
的
支
援
の
応
援
ギ
フ
ト
の
実

子
育
て
支
援

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

問答問答問問 答答

問 問問問 答答答 答

問問 問答答 答

学
生
は
18
名
い
た
。ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
全

般
を
取
り
扱
う
担
当
課
は
な
い
。

問　

現
在
の
支
援
体
制
と
、国
の
交
付
金

活
用
な
ど
、今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
。

答　

学
校
を
中
心
に
各
部
署
が
連
携
し
、

対
応
し
て
い
る
が
、令
和
５
年
度
に
新
設

す
る「
こ
ど
も
政
策
課
」が
連
絡
調
整
役

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　

香
芝
市
は
第
２
子
の
保
育
料
無
料

化
を
行
う
。産
ん
で
も
経
済
的
に
苦
し
く

な
い
金
銭
的
課
題
、働
き
な
が
ら
で
も
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
保
育
環
境
の
課
題
、

そ
し
て
、困
っ
た
と
き
に
頼
れ
る
家
事
・

育
児
支
援
の
課
題
、こ
の
３
つ
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
て
は
じ
め
て
、安
心
し
て
第
２

子
、第
３
子
を
出
産
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
。高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
こ
そ
、「
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
日
本
一
」の
市
に
な
る
と
考

え
る
。こ
れ
か
ら
の
子
育
て
や
子
供
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
へ
の
市
長
の
考
え
は
。

答　

先
進
事
例
を
研
究
し
、第
２
子
、第

３
子
の
出
産
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

今井今井今井今井今井今井今井井 りりりりりりかかかかかかかかかかかかかか

立立立憲立立憲憲憲憲民民民主民主主党党党党
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・一・般・質・問・
詳細は録画映像をご覧ください

問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、障
が

い
の
あ
る
者
と
な
い
者
が
共
に
学
び
、共

生
で
き
る
社
会
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
困
難
や

課
題
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
社

会
の
側
が
し
く
み
や
基
盤
、制
度
な
ど
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、障
が

い
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、ま
し
て
、

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
社
会
に
合
わ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。本
市
の
障
が

い
者
施
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、い

き
い
き
と
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
基
本

理
念
に
、障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
、社
会
全
体
で
障
が
い
の
あ
る

人
の
社
会
参
加
と
自
立
を
支
え
る
共
生

社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

教
育
現
場
に
お
い
て
、通
常
学
級
、

通
級
指
導
教
室
、特
別
支
援
学
級
な
ど
と

い
っ
た
多
様
な
学
び
の
場
で
、連
続
性
の

あ
る
指
導
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
。

答　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
も
障
が
い

の
な
い
子
ど
も
も
、経
験
を
広
め
、社
会

性
を
養
い
、豊
か
な
人
間
性
や
多
様
性
を

尊
重
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
、交

流
及
び
共
同
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

児
童
・
生
徒
の
発
達
状
況
に
応
じ
た

よ
り
柔
軟
な
体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答　

児
童
・
生
徒
や
そ
の
保
護
者
の
願
い

を
中
心
に
据
え
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
取
り
組
み
を
続
け
た
い
。特
別
支
援
教

育
に
関
わ
る
指
導
員
等
の
増
員
に
努
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。今
後
の
方
向
性

と
し
て
、大
部
分
の
授
業
を
通
常
学
級
で

受
け
な
が
ら
、一
部
の
授
業
に
つ
い
て
障

が
い
に
応
じ
た
特
別
な
指
導
を
特
別
な

場
所
で
受
け
る
通
級
指
導
教
室
を
拡
充

し
、必
要
な
人
的
配
置
を
検
討
し
た
い
。

問　
「
母
子
保
健
法
」は
出
産
後
１
年
以

内
の
女
性
な
ど
に
産
後
う
つ
の
予
防
に

も
効
果
的
な「
産
後
ケ
ア
」の
実
施
を
求

め
て
お
り
、約
８
割
の
自
治
体
が
実
行
済

み
。本
市
で
も
実
施
を
。

答　

医
療
機
関
や
助
産
院
に
通
所
型
や

宿
泊
型
ケ
ア
の
受
入
れ
可
否
や
課
題
な

ど
を
聞
き
取
り
、出
産
後
１
年
以
内
を
対

象
に
産
後
ケ
ア
の
実
施
を
検
討
す
る
。

問　

産
後
疾
患
な
ど
を
女
性
が
相
談
で

き
る
よ
う
、①
６
〜
７
か
月
児
健
康
相
談

時
に
母
親
の
体
調
を
聞
き
取
る
、②
産
後

の
病
気
や
相
談
先
を
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
周
知
、③
母
親
が
相
談
し
や
す
く

な
る
情
報
発
信
、以
上
３
点
の
実
施
を
。

答　

い
ず
れ
も
実
施
し
て
い
く
。

問　

週
３
回
、家
庭
や
学
校
の
悩
み
相
談

を
受
け
る
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
と
な
る
計
画
が

あ
る
が
、す
で
に
両
方
別
課
の
相
談
事
業

に
含
ま
れ
て
い
る
。単
な
る
振
り
分
け
役

に
な
ら
な
い
か
。「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
推
進
法
」に
基
づ
い
た
相
談
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
本
市
で
未
設
置
。ひ
き
こ
も
り

な
ど
今
の
社
会
問
題
に
対
応
で
き
る
よ

う
、旧
来
型
の
取
り
組
み
か
ら
の
転
換
と

既
存
窓
口
の
整
理
が
必
要
。

答　

実
態
を
調
査
し
、ひ
き
こ
も
り
支
援

窓
口
事
業
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

市
長　

産
後
ケ
ア
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、前
向
き
に
検
討
し
た
い
。青
少
年
セ

ン
タ
ー
の
在
り
方
の
検
討
も
含
め
、相
談

体
制
を
体
系
的
に
整
理
し
、ひ
き
こ
も
り

解
決
に
邁
進
し
た
い
。

問　

学
校
・
園
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
集
団

感
染
が
発
生
し
て
い
る
。感
染
予
防
の
備

品
選
び
は
現
場
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

何
か
有
効
な
対
策
が
あ
れ
ば
、教
育
委
員

会
に
旗
振
り
役
を
期
待
す
る
現
場
の
声

も
あ
る
。情
報
収
集
か
ら
備
品
購
入
ま
で

を
一
手
に
担
う
部
署
を
決
め
て
ほ
し
い
。

答　

教
育
総
務
課
を
中
心
に
、感
染
予
防

対
策
を
し
た
い
。

共
生
社
会
を
実
現
す
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

産
後
ケ
ア
事
業

青
少
年
セ
ン
タ
ー

学
校
・
園
で
の
感
染
予
防
対
策

問問 答

問問

問答

問 答答

答問答

矢追矢追矢追矢追矢追矢追矢追 ももももももももとととととととととととととととととと
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障がいに応じた特別な支援を必要と
する橿原市立学校の児童・生徒数

10年前から1.5倍以上に増加

※（全小学生5,954人/全中学生2,881人　
　橿原市統計書：令和３年版）

通級指導
教室在籍

特別支援
学級在籍

52名

246名

38名

94名

小学生 中学生（令和4年）
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問　

畝
傍
駅
の
貴
賓
室
に
つ
い
て
、今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

民
間
事
業
者
の
活
用
を
断
念
し
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
駅
舎
の
無
償
譲
渡
を
受

け
な
い
判
断
を
し
た
。貴
賓
室
を
ど
う
す

べ
き
か
十
分
検
討
し
、畝
傍
駅
の
歴
史
や

デ
ザ
イ
ン
を
継
承
し
た
駅
舎
と
な
る
よ

う
、ま
た
、駅
周
辺
の
在
り
方
や
整
備
方

針
な
ど
、引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

問　

各
町
や
学
校
敷
地
内
に
忠
魂
碑
が

建
っ
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は
。

答　

忠
魂
碑
は
地
域
の
総
意
で
、戦
死
者

の
冥
福
を
祈
り
、遺
族
の
労
苦
に
深
く
同

情
の
意
を
表
し
、再
び
こ
の
よ
う
な
不
幸

が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、慰
霊
の
気
持

ち
を
込
め
建
立
さ
れ
た
。学
校
現
場
で
は
、

様
々
な
歴
史
的
経
緯
を
含
め
た
平
和
学

習
や
探
求
学
習
の
題
材
と
し
て
い
る
。

問　

本
市
の
伝
統
・
歴
史
・
文
化
を
今
後

ど
の
よ
う
に
教
育
し
て
い
く
の
か
。

答　

小
・
中
学
校
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の

橿
原
市
」な
ど
を
用
い
、本
市
の
自
然
、産

業
、歴
史
や
偉
人
な
ど
を
学
習
し
、ま
た
、

地
域
の
伝
統
的
な
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
で
、郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
深

め
、発
展
に
努
め
る
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
現
場
で
の
指
導
は
。

　
　

学
校
で
の
防
災
教
育
は
、児
童
・
生

徒
一
人
一
人
の
防
災
意
識
向
上
を
目
的

と
し
、各
校
で
年
間
指
導
計
画
を
立
て
、

避
難
訓
練
も
実
施
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
な
ど
も
含
め
教
職
員
研
修
も
適
宜

行
っ
て
い
る
。

問　

自
主
防
犯
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修

（
防
災
士
養
成
講
座
）へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、県
内
各
地
域

対
象
の
研
修
で
、現
在
は
県
が
開
催
し
て

い
る
。自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
の
啓
発

や
、講
座
・
訓
練
を
通
し
、地
域
の
担
い
手

と
な
る
各
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
、

推
進
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

県
と
の
連
携
事
業
や
市
単
独
事
業

等
の
内
容
、概
算
費
用
や
財
源
は
。

答　

大
規
模
事
業
は
本
庁
舎
整
備
は
ま

だ
検
討
・
協
議
中
だ
が
、運
動
公
園
整
備
、

新
駅
の
周
辺
ま
ち
づ
く
り
、八
木
駅
北
側

再
整
備
、体
育
館
整
備
、新
駅
整
備
、小
・

中
学
校
長
寿
命
化
、白
橿
南
・
北
小
学
校

再
編
、鴨
公
・
晩
成
・
香
久
山
小
学
校
区

再
編
、認
定
こ
ど
も
園
化
が
あ
る
。本
庁

舎
整
備
を
除
き
、事
業
費
は
約
３
０
０
億

円
で
、国
・
県
の
補
助
金
、地
方
債
以
外

の
市
の
一
般
財
源
は
約
11
％
を
見
込
ん

で
い
る
。

問　

財
政
危
機
宣
言
の
解
除
は
。

答　

決
算
に
余
力
が
生
ま
れ
る
状
況
に

な
れ
ば
検
討
す
る
。

問　

旧
統
一
教
会
と
関
係
す
る
団
体
か

ら
の
寄
附
は
。

答　

令
和
３
、４
年
度
の
合
計
額
は
14

万
５
，３
６
０
円
。令
和
４
年
８
月
に
全

高橋高橋高橋高橋高橋高高橋高橋 圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭一一一一一

好好好好好き好ききき好 やややねやねんんん
橿原橿原橿原橿原

録画映録画映画映画映録画映像は像ははは像は像は
こちららこちらこちらこ
▼▼▼▼

額
返
還
し
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　

問　

寄
附
金
・
後
援
名
義
の
審
査
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
精
査
す
る
の
か
。

答　

寄
附
金
の
受
領
は
、一
定
の
基
準
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
り
、現
在
、寄
附
金

の
要
綱
制
定
に
向
け
調
整
中
で
あ
る
。

前
議
長
の
市
長
に
対
す
る
音
声

デ
ー
タ
が
半
年
以
上
た
っ
て
か
ら
突
然
、

流
出
し
た
。違
和
感
は
。

答　

深
く
違
和
感
を
感
じ
た
の
か
と
い

う
と
、そ
う
で
も
な
か
っ
た
。

問　

市
長
及
び
市
職
員
の
件
で
刑
事
告

発
を
検
討
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

答　

不
当
な
要
求
が
繰
り
返
さ
れ
れ
ば

直
接
対
応
し
た
が
、そ
の
後
、そ
う
い
っ

た
事
象
が
な
か
っ
た
。

問　

条
例
で
職
員
を
守
れ
る
と
い
う
が
、

訴
訟
費
用
及
び
弁
護
士
費
用
な
ど
も
含

め
て
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答　

条
例
と
要
綱
を
運
用
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
職
員
を
守
っ
て
い
く
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
。

問

畝
傍
駅
の
貴
賓
室
に
つ
い
て
、今
後

橿
原
市（
地
域
）の
歴
史
・
文
化

子
ど
も
ら
に
ど
の
よ
う
に

継
承
さ
れ
て
い
る
か

今
後
、
橿
原
市
が
取
り
組
む

べ
き
大
規
模
事
業

問答問答問答

問問問

問問問 問答答答答

問問答 答

寄
附
金

政
治
倫
理

橿
原
市
の
防
災
育
成
・
取
り
組
み

答答答

奥田奥田奥田奥田奥田奥奥田奥田 英英英英英英英英英英英英英人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

自自自自由自由自由自由民民民主民主党党党党
くくちくちちちなしなしなしなし

録画映録画映画映映録画映像は像は像はは像は像は
こちららこちらこちち
▼▼▼▼

・一・般・質・問・

問　

イ
ン
ボ
イ
ス
無
登
録
者
に
対
す
る

公
共
入
札
排
除
は
不
適
切
で
あ
る
こ
と

を
国
が
自
治
体
に
通
知
し
て
い
る
が
、本

市
の
考
え
は
。

答　

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
の
導
入
に
関
わ
ら
ず
、従
前
の
と
お
り

令
和
５
年
度
も「
橿
原
市
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
登
録
申
請
」を
受
理
・
審
査
し
、

競
争
入
札
に
参
加
可
能
で
あ
る
。一
般
会

計
で
は
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登

録
申
請
を
予
定
し
て
い
る
が
、売
上
げ
と

仕
入
れ
の
消
費
税
額
を
同
額
と
み
な
す

特
例
に
よ
り
、申
告
納
税
義
務
は
な
い
。

し
か
し
、イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
及
び
保
存

は
必
要
と
な
り
、施
行
日
に
向
け
て
シ
ス

テ
ム
改
修
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

高
校
生
へ
の
奨
学
金
制
度
拡
充
は
。

答　

国
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制

度
や
、県
の
県
立
高
等
学
校
等
奨
学
金
制

度
な
ど
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、意

欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
が
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、市
独
自
の
制
度
も
研
究
す
る
。

問　

子
ど
も
の
医
療
費
に
関
し
て
、今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら　

歳

ま
で
の
助
成
年
齢
の
拡
大
、８
月
１
日
か

ら
未
就
学
児
に
対
す
る
窓
口
で
の
一
部

負
担
金
無
償
化
、令
和
６
年
８
月
１
日
か

ら
小
・
中
学
生
に
対
す
る
現
物
給
付
方
式

の
導
入
と
な
る
が
、助
成
方
法
や
一
部
負

担
金
の
在
り
方
等
は
、検
討
し
て
い
く
。

問　

市
長
の
子
育
て
支
援
の
考
え
は
。

答　

子
ど
も
は
未
来
の
宝
で
あ
る
。「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
日
本
一
」を
実
現
す

る
た
め
今
後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

問　

運
用
開
始
か
ら
３
年
目
を
迎
え
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
は
。

答　

公
募
に
よ
る
更
新
の
対
象
と
な
る

職
員
は
３
５
７
人
。独
自
施
策
は
、年
次

有
給
休
暇
を
年
間
20
日
付
与
し
、で
き

る
限
り
労
働
条
件
の
平
準
化
に
努
め
て

い
る
。

問　

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
の

検
討
状
況
は
。

答　

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
最

も
拡
散
性
が
高
く
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
検
索

に
も
優
れ
て
い
る
反
面
、匿
名
性
が
高
い

の
で
炎
上
等
の
危
険
性
が
あ
る
。こ
れ
ら

の
特
徴
を
踏
ま
え
、各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
在
り

方
を
検
討
し
整
理
し
て
い
る
。令
和
５
年

の
春
頃
を
め
ど
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用

開
始
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
関
係
を
含
め
、今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
か
。

答　

ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の
親
近
感
を
呼
び
、

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
投
稿

を
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、「
今
そ
の
と
き
に
知
り

た
い
情
報
」の
発
信
、例
え
ば
災
害
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
の
混
雑
情
報
、花
の
開
花
状

況
な
ど
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
高
い
情
報

の
発
信
に
向
い
て
お
り
、多
様
な
閲
覧
者

に
効
果
的
な
配
信
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問　

本
庁
舎
西
館
の
耐
震
性
能
の
調
査

結
果
は
。

答　

業
務
受
注
業
者
が
計
算
し
た
速
報

値
に
よ
る
と
、Ｉ
ｓ
値
は
０
．28
と
な
り
、

耐
震
性
を
有
し
な
い
建
築
物
で
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

問　

今
後
の
計
画
と
、現
本
庁
舎
の
解
体

時
期
は
。

答　

可
能
な
限
り
費
用
を
か
け
ず
に
で

き
る
避
難
案
を
い
く
つ
か
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
。本
庁
舎
の
解
体
は
、令
和
５

年
度
の
下
半
期
と
な
る
予
定
。

　
　

本
庁
舎
自
体
の
整
備
は
。

具
体
的
な
事
業
手
法
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。避
難
計
画
と
並
行
し
て
、

早
く
示
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

問　

市
長
の
考
え
は
。

答　

令
和
３
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、

本
庁
舎
の
位
置
は
、八
木
町
１
丁
目
１

番
１８
号
で
あ
る
と
議
決
。こ
の
場
所
も
含

め
全
て
の
可
能
性
を
排
除
せ
ず
、本
庁
舎

の
整
備
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

情
報
発
信
の
あ
り
方

本
庁
舎
の
将
来
と
方
向
性

子
育
て
・
教
育
支
援
施
策

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
改
善

問答 問答

答 問答 問

答 問答 問答問答問

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
公
益
法
人
や

地
方
自
治
体
と
の
取
引

答 答問 問答 問

竹森竹森竹森竹森竹森竹森竹森竹森 衛衛衛衛衛衛衛衛衛

無無会無会無会無会派派
（日（日（日（日（日（日本共本共本共本共本 産党産党党党））））
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問　

畝
傍
駅
の
貴
賓
室
に
つ
い
て
、今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

民
間
事
業
者
の
活
用
を
断
念
し
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
駅
舎
の
無
償
譲
渡
を
受

け
な
い
判
断
を
し
た
。貴
賓
室
を
ど
う
す

べ
き
か
十
分
検
討
し
、畝
傍
駅
の
歴
史
や

デ
ザ
イ
ン
を
継
承
し
た
駅
舎
と
な
る
よ

う
、ま
た
、駅
周
辺
の
在
り
方
や
整
備
方

針
な
ど
、引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

問　

各
町
や
学
校
敷
地
内
に
忠
魂
碑
が

建
っ
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は
。

答　

忠
魂
碑
は
地
域
の
総
意
で
、戦
死
者

の
冥
福
を
祈
り
、遺
族
の
労
苦
に
深
く
同

情
の
意
を
表
し
、再
び
こ
の
よ
う
な
不
幸

が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、慰
霊
の
気
持

ち
を
込
め
建
立
さ
れ
た
。学
校
現
場
で
は
、

様
々
な
歴
史
的
経
緯
を
含
め
た
平
和
学

習
や
探
求
学
習
の
題
材
と
し
て
い
る
。

問　

本
市
の
伝
統
・
歴
史
・
文
化
を
今
後

ど
の
よ
う
に
教
育
し
て
い
く
の
か
。

答　

小
・
中
学
校
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の

橿
原
市
」な
ど
を
用
い
、本
市
の
自
然
、産

業
、歴
史
や
偉
人
な
ど
を
学
習
し
、ま
た
、

地
域
の
伝
統
的
な
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
で
、郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
深

め
、発
展
に
努
め
る
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
現
場
で
の
指
導
は
。

　
　

学
校
で
の
防
災
教
育
は
、児
童
・
生

徒
一
人
一
人
の
防
災
意
識
向
上
を
目
的

と
し
、各
校
で
年
間
指
導
計
画
を
立
て
、

避
難
訓
練
も
実
施
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
な
ど
も
含
め
教
職
員
研
修
も
適
宜

行
っ
て
い
る
。

問　

自
主
防
犯
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修

（
防
災
士
養
成
講
座
）へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、県
内
各
地
域

対
象
の
研
修
で
、現
在
は
県
が
開
催
し
て

い
る
。自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
の
啓
発

や
、講
座
・
訓
練
を
通
し
、地
域
の
担
い
手

と
な
る
各
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
、

推
進
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

県
と
の
連
携
事
業
や
市
単
独
事
業

等
の
内
容
、概
算
費
用
や
財
源
は
。

答　

大
規
模
事
業
は
本
庁
舎
整
備
は
ま

だ
検
討
・
協
議
中
だ
が
、運
動
公
園
整
備
、

新
駅
の
周
辺
ま
ち
づ
く
り
、八
木
駅
北
側

再
整
備
、体
育
館
整
備
、新
駅
整
備
、小
・

中
学
校
長
寿
命
化
、白
橿
南
・
北
小
学
校

再
編
、鴨
公
・
晩
成
・
香
久
山
小
学
校
区

再
編
、認
定
こ
ど
も
園
化
が
あ
る
。本
庁

舎
整
備
を
除
き
、事
業
費
は
約
３
０
０
億

円
で
、国
・
県
の
補
助
金
、地
方
債
以
外

の
市
の
一
般
財
源
は
約
11
％
を
見
込
ん

で
い
る
。

問　

財
政
危
機
宣
言
の
解
除
は
。

答　

決
算
に
余
力
が
生
ま
れ
る
状
況
に

な
れ
ば
検
討
す
る
。

問　

旧
統
一
教
会
と
関
係
す
る
団
体
か

ら
の
寄
附
は
。

答　

令
和
３
、４
年
度
の
合
計
額
は
14

万
５
，３
６
０
円
。令
和
４
年
８
月
に
全

高橋高橋高橋高橋高橋高高橋高橋 圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭一一一一一

好好好好好き好ききき好 やややねやねんんん
橿原橿原橿原橿原

録画映録画映画映画映録画映像は像ははは像は像は
こちららこちらこちらこ
▼▼▼▼

額
返
還
し
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　

問　

寄
附
金
・
後
援
名
義
の
審
査
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
精
査
す
る
の
か
。

答　

寄
附
金
の
受
領
は
、一
定
の
基
準
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
り
、現
在
、寄
附
金

の
要
綱
制
定
に
向
け
調
整
中
で
あ
る
。

前
議
長
の
市
長
に
対
す
る
音
声

デ
ー
タ
が
半
年
以
上
た
っ
て
か
ら
突
然
、

流
出
し
た
。違
和
感
は
。

答　

深
く
違
和
感
を
感
じ
た
の
か
と
い

う
と
、そ
う
で
も
な
か
っ
た
。

問　

市
長
及
び
市
職
員
の
件
で
刑
事
告

発
を
検
討
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

答　

不
当
な
要
求
が
繰
り
返
さ
れ
れ
ば

直
接
対
応
し
た
が
、そ
の
後
、そ
う
い
っ

た
事
象
が
な
か
っ
た
。

問　

条
例
で
職
員
を
守
れ
る
と
い
う
が
、

訴
訟
費
用
及
び
弁
護
士
費
用
な
ど
も
含

め
て
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答　

条
例
と
要
綱
を
運
用
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
職
員
を
守
っ
て
い
く
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
。

問

畝
傍
駅
の
貴
賓
室
に
つ
い
て
、今
後

橿
原
市（
地
域
）の
歴
史
・
文
化

子
ど
も
ら
に
ど
の
よ
う
に

継
承
さ
れ
て
い
る
か

今
後
、
橿
原
市
が
取
り
組
む

べ
き
大
規
模
事
業

問答問答問答

問問問

問問問 問答答答答

問問答 答

寄
附
金

政
治
倫
理

橿
原
市
の
防
災
育
成
・
取
り
組
み

答答答

奥田奥田奥田奥田奥田奥奥田奥田 英英英英英英英英英英英英英人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

自自自自由自由自由自由民民民主民主党党党党
くくちくちちちなしなしなしなし

録画映録画映画映映録画映像は像は像はは像は像は
こちららこちらこちち
▼▼▼▼

・一・般・質・問・

問　

イ
ン
ボ
イ
ス
無
登
録
者
に
対
す
る

公
共
入
札
排
除
は
不
適
切
で
あ
る
こ
と

を
国
が
自
治
体
に
通
知
し
て
い
る
が
、本

市
の
考
え
は
。

答　

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
の
導
入
に
関
わ
ら
ず
、従
前
の
と
お
り

令
和
５
年
度
も「
橿
原
市
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
登
録
申
請
」を
受
理
・
審
査
し
、

競
争
入
札
に
参
加
可
能
で
あ
る
。一
般
会

計
で
は
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登

録
申
請
を
予
定
し
て
い
る
が
、売
上
げ
と

仕
入
れ
の
消
費
税
額
を
同
額
と
み
な
す

特
例
に
よ
り
、申
告
納
税
義
務
は
な
い
。

し
か
し
、イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
及
び
保
存

は
必
要
と
な
り
、施
行
日
に
向
け
て
シ
ス

テ
ム
改
修
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

高
校
生
へ
の
奨
学
金
制
度
拡
充
は
。

答　

国
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制

度
や
、県
の
県
立
高
等
学
校
等
奨
学
金
制

度
な
ど
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、意

欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
が
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、市
独
自
の
制
度
も
研
究
す
る
。

問　

子
ど
も
の
医
療
費
に
関
し
て
、今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら　

歳

ま
で
の
助
成
年
齢
の
拡
大
、８
月
１
日
か

ら
未
就
学
児
に
対
す
る
窓
口
で
の
一
部

負
担
金
無
償
化
、令
和
６
年
８
月
１
日
か

ら
小
・
中
学
生
に
対
す
る
現
物
給
付
方
式

の
導
入
と
な
る
が
、助
成
方
法
や
一
部
負

担
金
の
在
り
方
等
は
、検
討
し
て
い
く
。

問　

市
長
の
子
育
て
支
援
の
考
え
は
。

答　

子
ど
も
は
未
来
の
宝
で
あ
る
。「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
日
本
一
」を
実
現
す

る
た
め
今
後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

問　

運
用
開
始
か
ら
３
年
目
を
迎
え
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
は
。

答　

公
募
に
よ
る
更
新
の
対
象
と
な
る

職
員
は
３
５
７
人
。独
自
施
策
は
、年
次

有
給
休
暇
を
年
間
20
日
付
与
し
、で
き

る
限
り
労
働
条
件
の
平
準
化
に
努
め
て

い
る
。

問　

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
の

検
討
状
況
は
。

答　

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
最

も
拡
散
性
が
高
く
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
検
索

に
も
優
れ
て
い
る
反
面
、匿
名
性
が
高
い

の
で
炎
上
等
の
危
険
性
が
あ
る
。こ
れ
ら

の
特
徴
を
踏
ま
え
、各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
在
り

方
を
検
討
し
整
理
し
て
い
る
。令
和
５
年

の
春
頃
を
め
ど
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用

開
始
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
関
係
を
含
め
、今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
か
。

答　

ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の
親
近
感
を
呼
び
、

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
投
稿

を
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、「
今
そ
の
と
き
に
知
り

た
い
情
報
」の
発
信
、例
え
ば
災
害
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
の
混
雑
情
報
、花
の
開
花
状

況
な
ど
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
高
い
情
報

の
発
信
に
向
い
て
お
り
、多
様
な
閲
覧
者

に
効
果
的
な
配
信
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問　

本
庁
舎
西
館
の
耐
震
性
能
の
調
査

結
果
は
。

答　

業
務
受
注
業
者
が
計
算
し
た
速
報

値
に
よ
る
と
、Ｉ
ｓ
値
は
０
．28
と
な
り
、

耐
震
性
を
有
し
な
い
建
築
物
で
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

問　

今
後
の
計
画
と
、現
本
庁
舎
の
解
体

時
期
は
。

答　

可
能
な
限
り
費
用
を
か
け
ず
に
で

き
る
避
難
案
を
い
く
つ
か
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
。本
庁
舎
の
解
体
は
、令
和
５

年
度
の
下
半
期
と
な
る
予
定
。

　
　

本
庁
舎
自
体
の
整
備
は
。

具
体
的
な
事
業
手
法
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。避
難
計
画
と
並
行
し
て
、

早
く
示
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

問　

市
長
の
考
え
は
。

答　

令
和
３
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、

本
庁
舎
の
位
置
は
、八
木
町
１
丁
目
１

番
１８
号
で
あ
る
と
議
決
。こ
の
場
所
も
含

め
全
て
の
可
能
性
を
排
除
せ
ず
、本
庁
舎

の
整
備
に
つ
い
て
様
々
な
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

情
報
発
信
の
あ
り
方

本
庁
舎
の
将
来
と
方
向
性

子
育
て
・
教
育
支
援
施
策

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
改
善

問答 問答

答 問答 問

答 問答 問答問答問

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
公
益
法
人
や

地
方
自
治
体
と
の
取
引

答 答問 問答 問

竹森竹森竹森竹森竹森竹森竹森竹森 衛衛衛衛衛衛衛衛衛

無無会無会無会無会派派
（日（日（日（日（日（日本共本共本共本共本 産党産党党党））））

録画映録画映録画映画映録画 像は像は像はは像は像は
こちらちらこちこ
▼▼

福田福田福田福田福福田福田福田 倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫倫也也也也也也也也也也也也也也也也也也也也也

日日本日日本日本維維維新維新の会の会の会会
・・
一心一心一心一心一

録画映録画映画映映録画 像は像ははは像は像は
こちららこちらこち
▼▼▼▼

詳細は録画映像をご覧ください
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かし らは
市議会のいま

第224号
令和4年（2022年）

10月臨時会
12月定例会

○本会議で審議した内容・結果
○委員会レポート
○しぎかいトピックス
○傍聴案内
○一般質問
○ぎかいのうごき

　定例会・臨時会の開催時、ミグランス（橿原市役所分庁舎）１階

の市民交流広場に本会議の中継映像を放映するためのモニターを

設置しています。

　本会議では、条例の改正などについて審議し、その可否を決定し

たり、議員の意見も交えて質問をする一般質問が行われたりして

います。

　分庁舎での待ち時間の際に、ぜひご視聴ください。

P.2～3
P.4～5
P.6
P.7

P.8～11
P.12

………　　　
……………………　　　
　　……………………

…………………………………   　
…………………………… 　　

……………………… 　　　

お
も
な
内
容

表 紙 紹 介
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橿原市八木町１丁目 1番 18 号
TEL 0744-22-4001（代表）
FAX 0744-24-9702
E-mail　gikai@city.kashihara.nara.jp かしはら市議会のいまホームページ インターネット中継 会議録

ミグランスに中継放映モニターを設置

YouTubeで試験配信中

近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近身近近近近近身近に身近に
議会議会議会会会会中継を議議議議議議議議議 中継会会会議議 継を議 継議 継議議議議議議 中会会会会中継会会議議議議議 継会会議議議議議議会中継を

１０月 ４ 日

１０月２０日

１０月２５日

１１月１０日

１１月２１日

１２月 ２ 日

市スポーツ施設の活用及び整備等に関する特別委員会
文教常任委員会厚生常任委員会連合審査会
議会運営委員会
議会運営委員会
全体協議会
議会運営委員会
建設常任委員会
県立医科大学・附属病院を核としたまちづくり事業等に
関する特別委員会
議会運営委員会

奈良県と橿原市の一体的なスポーツ施設の整備
橿原市保育所・幼稚園の適正配置
令和４年第３回（１０月）臨時会の運営
令和４年第３回（１０月）臨時会の運営
追加議案の提出
かしはら市議会のいま第２２３号の編集　他
県域水道一体化
奈良県立医科大学附属病院南側地区のまちづくりに
関する連携協定書（案）
１２月定例会の運営　他

日時 会議名 議題

～ぎかいのうごき～
議会閉会中の委員会等

要望書の受理

　１０月３ 日

10月27日～28日
10月29日～30日
   １１月 ２ 日
   １１月 ４ 日
   １１月１６日
   １１月２５日
   １１月２８日

奈良県市議会議長会議員研修会

奈良県市議会議長会県外都市視察研修
姉妹都市宮崎市親善訪問並びに宮崎神宮大祭
第３回　奈良県市議会議長会事務局長会
近畿市議会議長会事務局職員研修
第３回　奈良県市議会議長会
飛鳥広域行政事務組合議会　１１月定例会
奈良県広域消防組合議会　第２回定例会

細川議長、うすい副議長、西岡・森下・谷井・矢追・𠮷川・今井・
大保・上田・高橋各議員、局長
細川議長、局長
細川議長、うすい副議長、局長
局長
副局長、書記
細川議長、うすい副議長、局長
細川・うすい・今井・森下・槇尾各組合議員
細川組合議員

日時 会議名 出席者

会議等の出席

　１１月 ９ 日
   
　１１月２２日

   

　１２月 １ 日

　１２月 ２ 日

要介護１、２の人の生活援助等の介護保険給付を市町村の総合事業に
移行することについての意見書提出に関する要望書
要請と懇談への協力のお願いと趣意書
国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の奈良県開催に向けた新たな
スポーツ拠点施設の整備推進に関する要望書
橿原市が県域水道一体化に参加しないことを求める陳情書　※他、同件名の陳情書が４件
橿原市の県域水道一体化の説明会を求める陳情書
今後１００年・２００年の計にたって橿原市の水道問題の再考を求める陳情書
橿原市に県域水道一体化についての住民説明会開催の陳情書
県域水道一体化に関する陳情書
要望書

全議員・市長・教育長及び
議場に出席した全職員に
写しを配付しました。

受理日 件名 取り扱い




